１　分野・学年　　　技術分野・第3学年
２　内　　容　　　　Ｄ　情報に関する技術

３　題　　材　　　　情報発信における光と影

４　指導過程

	段階
	学習内容および学習活動
	指導上の留意点
	資料・準備

	導
入
	1． アンケートの結果をみて、情報社会の実態および環境を知る。

2． 本時の学習課題をつかむ。


	○　「いつでも・どこでも・だれでも」の観点から、学習の必要性を考えさせる。

○　発信に関する内容をもとに、疑似体験を通じて深まる学習にしていく。
	Power Point資料



	展
開
	３．ブログやホームページについて、どういったものかを知る。

４．「ウェブログをつくってみよう」「自作ホームページ」における情報発信に関する事例を体験させる。
５．光と影の部分について、発表する。
６．その他、個人情報の発信として考えられる「オークション」や「ショッピング」、検索や情報のやりとりで行われる「掲示板」や「チャット」、「出会い系サイト」等に関する疑似体験を行う。
	○　ブログやホームページについて、一斉送信で見せ、興味を持たせ、光の部分を捉えさせる。その際、気づいたことをメモさせる。
· 事例の体験を通じて、影の部分について学ばせる。その際、気づいたことをメモさせる。

· ワークシートに記入したことをもとに発表をさせる。

· 他の事例も行うことにより、情報モラルに関する知識を身につけ、どのように取り扱っていけばよいかを体験を通じて考えさせていく。


	Yahoo! Japan

ワークシート

情報モラル研修教材２００５
ワークシート

情報モラル研修教材２００５

	終
末
	７．本時の授業におけるまとめを行い、自己評価をする。
	○　感想をまとめ、数人に発表させまとめていく。その際、便利さ（光）の裏側に潜む影の部分にといて再度認識させ、「いつでも　どこでも　だれでも」という意識で今後にいかしていけるようにしていく。
	ワークシート


ホームページ作成やブログの作成における光と影の部分を理解し、情報モラルに関する知識を身につけていこう。








